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伝統 的複式 簿記 とコ ンピュー ター

電子計算機複式簿記における仕訳帳の廃止

藤 田 芳 夫

*

は じ め に

電子 計算機 にふ さわ しい 「新 らしい簿記」の一つ と して行列簿記(matrix
(1)

bookkeeping)が 現 わ れ て い るが,簿 記 に対 す る 電子 計 算機 の応 用 は何 も行

列簿記に限 られ るわけではない。 また,電 子計算機簿記を 考える場合,実

践的な応用 とい うことになれば,電 子計算機を 用いる情報処理 システムの

一環 として 考 えなければ な らない。 しか し,経 営管 理 情 報 シス テ ム(MIS,

ManagementInformationSystem)の 一環 と して 電 子 計 算 機 簿 記 を 考 え る

場合で あって も,電 子 計 算 機 複式 簿 記 の基 本 理 論 は存在す るのであ って,経

*本 稿の執筆に際 し
,一 橋 大学名誉教授片野一郎博士,小 樽商科大学教授石河英

夫,同 古瀬大六,同 麻田四郎,同 竹内清の諸先生か ら有益な批評と激励をいただ
いた,こ こに記 して感謝 します。

(1)行 列 簿 記 の 現 時 点 で の 意 義 を 最 初 に主張 した のはRichardMattesich,
``TowardsAGeneralandAxiomaticFoundationofAccounting

,"Accoun-

tingResearch,VoL8,No.4,pp.328～355.で あ り,彼 の所 説 は そ の著Accoun-

tingandAnalyticalMethods,MeasurementandProjectionofIncomeand

WealthintheMicroandMacro-Economy,RichardD・Irwin,1964に くわ

しい 。 また 行 列 簿記 と 数 学 との 関連 はJ・G・Kemeny,A.schleifer,Jr.,J.L.

Snell,G.LThompson,FiniteMathema七ics,withBusinessApplications,

Prentice-Hall,Ig62が 最 初 で あ ろ う。

以後,行 列 簿 記 に 関 す るか な り多 くの論 文 が現 わ れ てい るが 省略 す る。 わ が 国

で は 越 村 信 三 郎 著,「 行 列 簿 記 のす す め 」,日 本 経 済 新 聞 社,1967年 が 単 行 本 の最

初 で あ ろ う。 そ して 簿 記 理 論 な い し簿 記 学 説 的 な 位 置 づ け を 与 え よ う と され た文

献 に 高 寺 貞 男著,「 簿 記 の一 般 理 論 一 勘定 簿 記 か ら行 列 簿 記 へ 」,ミ ネ ル ヴ ァ書

房,1967年 が あ る。

な お,筆 者 は行 列 簿 記 の 実 践 的 意 義 は電 子 計 算 機 と結 合 す る場 合 に発 揮 され る

と考 え るが,こ の立 場 か ら行 列 簿 記 の プ ロ グ ラ ミン グ を 考 え た もの と して 拙 稿

「行 列 簿 記 と コ ソ ピュ ー タ ー⊥i雑 誌 「実 務 会 計 」J1966年10月,11月,12月 号

が あ る。
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営管理情報 システムであ るがゆえに複式簿記の理論が消滅す るとか,神 秘化

され るとい うことはあ りえない。逆に簿記を含む経営管理情報 システムを確

立するためには,電 子計算機を使用する場合の複式簿記の基本理論が要求さ
(2)

れ ることにな らざるをえない。

この点 を明 らかにす るため,以 下,本 稿 で は ル カ ・パ チ オ リ以来 五 百年 の

歴史に耐えてきたT字 形勘定形式による伝統的複式簿記を電子計算機で遂行

する場合の論理を分析 したい。

ただ し,本 稿 は前 提 条 件 と して ブオ ー トランを使用 してい る。すなわち,

プログラムが機械(電 子計算機)と は一応無関係な独立性を保持 しうるため
`3)

で あ る。

1.電 子計 算機簿記 におけ る勘定体 系の展開

手 記 複 式 簿 記(manualdouble-entrybookkeeping)の 骨 格 を な して い る

ものは現金勘定,資 本金勘定,売 上勘定,仕 入勘定 といった ような勘定が,

それぞれバ ラバ ラな ものではな く,一 個 の 勘定 体 系(aCCOUntSSyStem)を

(2)た とえば,日 本会計研究学 会 昭和42年 度 会 計教育特別委 員会 の報告 「会計教

育 とEDP」 は次 の よ うに のべてい る。

「トー タル ・イ ソフォ メー シ ョン ・システ ム が 実現 す る場 合 ……それ 自体固有

な領域を占め て きた会 計 システ ムは,も はや独 自な領域 を もつ もの として明確 な

形 で認識す ることが 困 難 とな るであろ う。」,と(同 委 員会,報 告書,昭43年5

月,P・15)。

た しかに,同 委 員会が指摘 してい る よ うに,ト ータル・イ ンフォー メイ シ ョン・

システムない しMISと の関連 におい て,会 計 とい うものを積 極的 ない し消極 的

に解す る立場 の相違 とい う問題 は お こ りうるであ ろ う。 しか し,最 も重要 な こと

は,複 式 簿記 が まった く無用 な ものに な るのか,そ れ とも形態 の変 化はあ ると し

て も依然 と して必 要 な ものか ど うか,と い う点 で あ る。

この点につ いて,複 式 簿記 の形態は種 々な変 化を うけ ると して も,手 記複 式簿

記 の基幹部分 であ る勘定体系 は依然 と して必要 で あ り,か くして複式 簿記は情 報

システ ムが どの よ うに発展 して も残 る,と い うのが筆 者の考 えで あ る。

(3)プ ログラ ミソグ 言語 としてFORTRANを 使用す ることは,実 は完全に機械

か ら自由に(machineindePendent)な る ことではない。本稿は筆 者が使用 した

機械OKITAC5090Hに よって プロ グラムを実行 してい るので,た とえば森 口

繁一著 「FoRTRANIv入 門」,東 京大学 出版会,1965年 または 同氏著 「JIs
FORTRAN入 門」,(上)東 京大学 出版 会,1968年 と多少異 な る点があ る。
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な してい ることであ る。

しかもこの勘定体系に属する各勘定は借方と貸方の二つの計算区分が設定
　め

され,取 引はその性質(仕 訳)に 応 じて各勘定の借方,貸 方に記入される。

手記簿記 システムの勘定を一見す ると,各 勘定には取引の分解結果(仕 訳要

素)が 発生順に記録 されていることがわか る。 しか し勘定体系を投下原価数

量(InvestedCostFigure)の 計算体系 と見 る場合,各 勘定に取引が発生順

に記録 されてゆ くとい うこと自体は手記簿記 システムにおいても本質的な事

柄ではない。む しろ,各 勘定について,借 方合計額 と貸方合計額 とい う二つ

の合計額が算出されるとい うことが勘定体系にとって重要なのである。取引

の発生順の記録(chronologicalrecord)は 手記簿記 システムにおいても仕訳

帳(仕 訳 日記帳)の 任務である。

以上のように考えると,投 下原価数量の計算体系 としての伝統的複式簿記

を電子計算機により遂行す る場合,各 勘定の借方合計額 と貸方合計額 さえ算

出できれば よく,そ の内訳ないし発生順の記録はな くてもよい ことになる。

そこで,T字 型勘定を もつ伝統的複式簿記を,そ のまま電子計算機化 しよ

うとすれば,N個 の必要な勘定に対 し,勘 定の数の二倍,す なわち2N個 の

記憶場所を用意すれば,一 つの勘定体系を主記憶装置のなかに展開す ること

ができる。

い ま,決 算のために 必要な 勘定である(閉 鎖)残 高勘定 と損益勘定を除

き,経 常的に使用す る勘定が 現金勘定,売 掛金勘定,備 品勘定,買 掛金勘

定,資 本金勘定,売 上勘定,仕 入勘定,給 料勘定,営 業費勘定の九個の勘定

であるとしよう。

(4)筆 者 はかつ て単式 簿記 と複式 簿記 の相異につ いて次 の よ うに指摘 しておい た。

「複式 簿記は 単式簿記 が 持 ってい る 簿記 の 財 産管理機能 を,計 算 と 計算 の照合

とい う形 で 一箇 の 「完成 した統一体」 に結晶 させ,計 算結果 に 対 しきわ めて強

い ア カウソタ ビリテ ィを 持 たせ た もので あ る⊥ と(小 樽商科大学 「商学討究」

Vol・16,No・1,1965年6月P・38)。 この強 い アカ ウソタビ リテ ィを保持す るた

めに借方 と貸方 の二つ の計算 区分が必要 にな るの であ る。
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現 金勘 定
〃

売掛金勘定
〃

備 品勘 定
〃

買掛金勘定
〃

資本金勘定
〃

売上 勘定
〃

仕 入勘 定
〃

給料勘定
〃

営業費勘定
〃
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第1列

CASHl

CASH2

UI(AKEl

UKAKE2

BIHINl

BIHIN2

KKAKEl

KKAKE2

CTALl

CTAL2

URIl

URI2

SHIREl

SHIRE2

SALRYl

SALRY2

EXPSEl

EXPSE2

第2列 第3列
AlAll

A2A12

A3A21

A4A22

A5A31

A6A32

A7A41

A8A42

AgA51

A10A52

AllA61

A12A62

Al3A71

Al4A72

A15A81

A16A82

A17Agl

Al8A92

(図表1-1)勘 定体系の展開方法

第4列 第5列

A(1)A(1,1)

A(2)A(1,2)

A(3)A(2,1)

A(4)A(2,2)

A(5)A(3,1)

A(6)A(3,2)

A(7)A(4,1)

A(8)A(4,2)

A(9)A(5,1)

A(10)A(5,2)

A(11)A(6,1)

A(12)A(6,2)

A(13)A(7,1)

A(14)A(7,2)

A(15)A(8,1)

A(16)A(8,2)

A(17)A(9,1)

A(18)A(9,2)

勘定体系を主記憶装置のなかに展開す る方法には(図 表1-1)に 示す よ

うにい くつもの方法がある。 しか し,本 稿では同図の第五列に示 した方法,

すなわち二次元の配列を利用す る方法によることにす る。

この二次元配列A(9,2)を 用いて勘定体系を展開すると言 うことは(図

数
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12

A(1,1)

A(2,1)

A(3,1)

A(4.1)

A(5,1)

A(6,1)

A(7,1)

A(8.1)

A(9.1)

A(1,2)

A(2,2)

A(3,2)

A(4,2)

A(5,2)

A(6,2)

A(7,2)

A(8,2)

A(9.2)

=次 元配列A(9,2)に

よる勘定体系の展開

表1-2)に 示 す よ うに 主 記憶 装 置

のな か に9行 ×2列 の 場所 を と り,

この場所 全 体 を 仮 りにA(account

matrixの 先 頭 字aを と った)と 名

付 け,各 勘 定 を縦 軸(行)に そ って

配 置 し,各 勘 定 の借 方 と貸 方 を横 軸

(列)に そ つ て 定義 して や る こ とで

あ る。

複式簿記 の勘定はそれ 自体が計算

単位 であ るが,パ チオ リ以来,複 式
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簿記は この一つ の計算単位 であ る勘定を プラス とマイ ナス,な い し積 極 と消

極 とい う二 元 的 構 造を持 つ もの として取扱 って きた。そ して各勘定 の純残高

は取引の結果 たえず変化す るが,こ の各 勘 定 の 純残 高 は 必 要 に応 じて算 出 さ

れれば よいのであ る。 したが って,各 勘定 は決 算 に よ り内 容 を更 新 され るま

で増 加す るだけで 減 少 しない 二つ の変 数(variable)に よって構 成 され て い

る。

上 述 の よ うに二次元の勘定配列 を利用す ると,各 勘 定 の借 方 はA(i,1)で

示 され,貸 方 はA(i,2)で 示 され る こ とに な る。

また,電 子 計 算 機 は 簿 記 の た め だけ で な く,い ろい ろな 仕 事 に使 用 され

る。 したが って,主 記憶 装 置 の うちAと い う 名 前 を つ け た9行2列 計18ワ

ー ドの場所 をあ らか じめ ク リヤ ー してお く方 が安全であ る。 そ こで ,こ れ ま

で 述 べ た 勘 定 体系 の展 開 を プ ログラムすれば

DIMENSIONA(9,2)

DolJ=1,2

DolI=1,9

1A(1,J)=・o.o

くの

とい うプ ログラムを書けば よい。

2.仕 訳,元 帳転記 お よび試算表 の作成

勘定体系が出来上ると,次 に取引を仕訳 し,各 勘定に転記 し,一 定期間後

に試算表を作成するのが伝統的な複式簿記の方法である。電子計算機簿記の

場合 も,大 体 これと同 じであるが,い ろいろと異なる点 も出て くる。

第一に,手 記複式簿記システムでは予め厳密に勘定体系を決定 しておかな

くても簿記,会 計の常識に従 ってどんどん仕訳 して行き,不 足す る勘定が出

(5)タ イプ宣言を しないで勘定配列Aを 使用す ることは,勘 定配列Aを 実数型 とし

て使用す ることを意味 している。以下,本 稿では複式簿記の金額的数値を実数型

で処理することにする。勿論,本 稿 の範囲内での処理に関す るかぎり整数型で処

理 しても結果は同 じである。
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て くれば随時必要な勘定を追加 してやることがで きる。電子計算機を使用す

る場合でも勘定を追加できないわけではないが,そ のためにはプログラムを

修正す るか,勘 定を正 しく追加す るための 用意を して おかなけれぽならな

いo

第二に,電 子計算機簿記では手記複式簿記 システムの場合 とは異な り,二

重分類が正 しく行 なわれたか否かを自働的に検証す る手段 としての試算表の

意義は完全に失なわれる。 しか し,他 面では試算表は勘定記入の正確性を検

証す るとい う機能のほかに勘定一・覧表とい う重要な機能をもっているか ら,

電子計算機簿記で も,試 算表を軽視す ることな く,逆 に電子計算機システム

と人間を結びつけるものとして重要な意味を持 っている点に注意 しなけれぼ
くの

な らない。 とい うより,本 稿のような方法で勘定体系を展開す ると元帳 自体

がたえず勘定一覧表 といえる形で しか存在 しないことになる。試算表を作成

す るとい うことは,そ れを人間の目でみえるようにラインプ リソターか ら書

出す ことにす ぎない。

そ して,手 記簿記システムに対する電子計算機(複 式)簿 記の最大の特色

は仕訳帳が不必要になることである。さらに場合によっては仕訳そのものも

人間が行な う必要はな くなるとい う点である。ただ し,こ のような会計処理

の自働化ない し非人間化はEDP化 した複式簿記のプログラムの中にどの程

度の検査検証機能を持たせてあるか(試 算表お よび仕訳帳の廃止について),

また取引その ものについてどの程度の判断機能を持たせてあ るか(人 間によ

る仕訳の廃止について)に よって決まる問題である。 この後者の例としては
くわ

拙稿 「電子計算機に よる販売管理会計」で若干ふれたので,本 稿では前者,

すなわち電子計算機複式簿記における仕訳帳の廃止とい う点に力点を置 き,

(6)試 算表 が仕訳帳か ら元帳へ の転記 の正確性 を検査 す る機能 の外 に,勘 定一覧表

と しての意味を持つ ことは従来か ら指 摘 され て きたが,会 計機械 化 の進展に対応

して転 記 の正確性 を検 査す る機能 は不 必要に な ることが片野一郎博士 に よって指

摘 され てい る。cf・ 片野一 郎博士著,「 簿記精説 」,同 文 館,1962年 版,p・369。

(7)拙 稿,「 電子計 算機 に よる販 売管理会 計」,小 樽 商科大学 「商学 討究」,Vol・18,
No.3,1968年2月,PP・89～136。
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その論理 を明 らかに しよ う。

2-1単 純取引の仕訳,元 帳転記,試 算表

電子計算機複式簿記の一般理論 として仕訳帳が廃止され る論理を明 らかに

する前に,ま ずすべての取引が単純取引のみか ら成 る場合の処理方法を明ら

かに しておこう。

いま取引例 として下記の10個 の取引がある。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

現金135,000円 を もって営 業 を 開始 した 。

商 品80,000円 を掛 仕 入 れ した。

商 品45,000円 を掛 売 した(但 し売 価)。

商 品40,000円 を 現 金 で仕 入れ た。

商 品50,000円 を 現 金 売 した(但 し売 価)。

売 掛 金39,000円 を 回 収 した 。

買掛 金58,000円 を現 金 で 支 払 った。

備 品28,000円 を 購 入 した 。.

給 料5,000円 を 支 払 った。

営 業 費3,000円 を支 払 った 。

この取 引例 を 処理 す るために必要 な勘定体 系は(図 表1-2)に 示 した よ

うに展 開 され る。 した が って電子計算機簿記 において仕訳を ど うす るか とい

うことを次に明 らか に しよ う。

上述の取引例の うち取 引No.1は,通 常 の仕 訳 に よれ ば

(借)現 金135,000(貸)資 本 金135,000… …(1)

で あ る。

この仕 訳 を み れ ば 明 らか な よ うに,単 純 取 引 の仕 訳 で は 金 額 を二 度書 く必

要 はない。そ こで,

135000,1,5
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とい う表現で仕訳を行な うことができる。 すなわち 最初の135000は 取引金

額であ り,二 番 目の1は(図 表1-2)を 見れぽ明 らかな通 り現金勘定の位

置を示す行数であ り,三 番 目の5は 資本金勘定の行数である。

この例題では金額は6桁 以 下 で あ るか

ら,仕 訳 カ ー ドを次 の よ うに 設 計す るご

とにす る。 こ うす ると,前 記 の 一〇 個 の

取 引は 次 のよ うに仕訳 され る。

そ こで,
1)13500015

)

)

)

)

)

)

)

)

)

2

3

4

5

6

7

8

9

01

800007

4.90002

400007

500001

390001

580004

280003

50008

30009

4

6

1

6

2

1

1

1

1

/1～6

←金額→

10987

コ

ー

ド

貸
方
勘
定

コ

ー

ド

借
方
勘
定

この仕訳カー ドを読込んで元帳に転記する,

す な わ ち 勘 定 配 列Aに 加 算 して や る た め に は

2READ(5,101)TA,ID,IC

101FORMAT(F6.0,212)

IF(IA.GE.999999.0)GOTO3

A(ID,1)=A(ID,1)十TA

A(IC,2)=A(IC,2)十TA

GOTO2

とい うプ ロ グ ラ ムで よい こ とに な る。

この 部 分 プ ロ グ ラ ム の 三 行 目で 取 引 金 額TA(transactionamountの 二 つ

の頭文 字をつづ って名前 とした)と 六 桁 の9を 比 較 した の は,仕 訳 カ ー ド ・

デ ヅクの最 後 に デ ー タ ・カー ドの終 りを示す カ ー ドとして この場合許 され る

けれ ども,ま ず 起 りえ ない取 引金 額 を使 用 したか らであ る。

四行 目のA(ID,1)・-A(ID,1)+TAと い うス テ ー一トメ ン トは(1)式 に示 し

た伝 統 的 仕 訳 が 意 味 す る 借 方勘定への転記 を 行 な うためであ り,五 行 目の

A(IC,2)=-A(IC,2)+TAと い うス テ ー トメ ン トは 同様 に貸 方勘定への転記

を行 な うものであ る。

仕訳を元帳 に転記 す るとい う最 も基本的な複式簿記 の作業は実は これ で完

了 した ことにな る。 しか し,こ の ま まで は人 間 の 目に見 え な い し,ま た,電

子 計 算 機 は他 の仕 事 に も使 用 しなけれ ばな らないか ら,ラ イ ンプ リンターで
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印刷す るか磁気テープに記録す るか,あ るいはパ ソチ ・カー ドにパ ンチ ・ア

ウ トしておかなければならない。

いま,仕 訳を転記 し,内 容が新 らしくなった勘定体系(元 帳)を 試算表の

形 で,取 り出す ことにしよう。 この場合,伝 統的な合計試算表の形に慣れて

いるわれわれに とって合計額の記入のない試算表は不自然である。そ こで,

転記が正確に行なわれたか否かを自動的に検証するための試算表,し たが っ

てまたそのための合計額の記入 とい う意味ではな く,元 帳を肉眼に見える形

に し,ま た慣習に反 しないため合計額が記入 してある,そ うした意味での試

算表を作成す るプログラムを考えてみることにす る。

3DO4J=1,2

DO41=1,9

A(10,J)=A(10,J)十A(1,J)

4CONTINUE

まず,合 計 額 を記 入 す る場 所 を勘 定 配列

Aの 最下 行 に追 加 す る こ とに す る。 こ うす

ると借方合計額は左掲のDOル ■一一・プのag-一

回 目の処 理 でA(10,1)に 算 出 され,貸 方

合 計 額 は第 二 回 目の処 理 でA(10,2)に 算 出 され る。

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

DIMENSIONA(10,2),NAME(10)

DOlJ=1,2

DOlI=1,10

1A(1,J)=o.o

READ(5,201)NAME

201FORMAT(10A7)

2READ(5,101)TA,ID,IC

101FORMAT(F6.0,212)

IF(TA.GE999999.0)GOTO3

A(ID,1)』A(ID,1)十TA

A(IC,2)=A(IC,2)十TA

GOTO2

3DO4J=1,2

DO41=:1,9

4A(10,J)=A(10,J)十A(1,J)

WRITE(6,102)(A(1,1),NAME(1),A(1,2),1=1,10)

102FORMAT(IHO,40X,F10.O,5X,A7,3X,F10.0)

STOP

END

(図表2-1-1)複 式簿記 の最 も単 純な プ ログラ ム
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次 に こ の 試 算 表 を ラ イ ン プ リ ン タ ー で 印 刷 す る 命 令 は

WRITE(6,102)(A(1,1),NAME(1),A(1,2),1=1,10)

102FORMAT(1HO,40X,F10.O,5X,A7,3X,F10.0)

で よ い こ と に な る 。

GENKINKAKEURIBIHINKAKEGAISHIHONURIAGE

SHIIREKYURYOEIGYOHITOTAL

l3500015

8∞0074・

斗500026

4000071

5000016

3900012

5800041

2800031

500081

300091

999999

(図 表2-1-2)デ ー タ ・カ ー ド

189000

40000

68000

58000

0

0

120000

5000

3000

483000

GENKINl54000

KAI(EURI39000

BIHINO

KAKEGAI60000

SHIHONl35000

URIAGE95000

SHIIREO

KYURYOO

EIGYOHIO

TOTAL4S3eOO

(図 表2-1-3)

アウ ト・プ ッ トされた試 算表

以上 に説 明 した 電子 計算機 腹式簿記 の

最 も単純 な プログラムを まとめて示す と

(図 表2-1-1)の よ うに な り,前 記

の 例題 につ い ての デ ー タ ・カ ー ドは(図

表2-1-2)に,そ して,こ の デ ー タ

を(図 表2-1-1)に よって 処 理 した

結 果 は(図 表2-1-3)の よ う に な

る。

2-2複 合取引と貸借平均検査

前節までの説明では借方金額と貸方金額の一致を検査す る伝統的複式簿記

のいわゆる自働検証機能についてほとんどふれるところがなかった。以下,

この点を明 らかにしてみ よう。
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単純取 引だけか らな る場合 の処理 プ ログラムを示 した(図 表2-1-1)

に よ り演 算 した結 果,も し貸 借 一 致 の原 則 が破 られ る よ うな事態が お こると

すれ ば,そ れ は どの よ うな 原 因 に よっ て発生す るだろ うか。

まず第 一に考 え られ る ことは電子計算機 の故障に よっ'て貸 借 が 一 致 しな い

場 合 で あ る。 しか し,現 在 の電 子 計 算 機 は 何 重 に も安 全装置が組 込 まれ てい

るか ら,機 械 的 な故 障 に ま った く気 付 か ないで貸借 不一致 とい う結果に直面

し狼狽す るとい うこ とは まず考 え られない。

第二 に考 え られ る原因は仕 訳カ ー ドを作成 す る場合 の勘定 コー ドの ミス ・

パ ンチであ る。す なわ ち,前 節 まで の方 法 に よれ ば

[取 引 金 額]1]箭 萄 定 ヨ=下]1=魎 定 コー ド1

の よ うに パ ンチ した の で あ るか ら,金 額 は 一 度 だ け パ ソチ して あ る。 したが

って,手 記 簿 記 シス テ ムの よ うに借 方 金額をた とえば2,000円 と しな が ら貸

方 金 額 を200円 とす る よ うな誤 りは 絶対 に発 生 しない。

しか し,借 方 勘 定 コ ー ドか 貸 方 勘 定 コ ー ドか,い ずれ か 一 方 で もパ ソチ し

忘 れ る と,取 引 はた とえ ば次 の よ うに パ ンチされ,こ れ が 読 込 まれ る結果,
(8)

変 な こ とが お こ る。

1100111-H-ol

金 額 借方勘定 コー ド 貸方勘定 コー ド

これ と同 じ 種類の誤 りは 勘定 コー ドに 含 まれていない コー ドを間違 って

パ ソチ した場合 に も発生す る。 したがって,前 節 の例 で あれ ば,勘 定 コー ド

は1か ら9ま で しか ない の で あ るか ら,仕 訳 カ ー ドか ら読 込 んだ 勘 定 コ ー ド

が1か ら9ま で の 範 囲 に含 まれ て い るか否 か を検査 してやれ ば よい ことに な

る。 なお,こ の勘 定 コー ドの 検 査 に つ いて は 第三章で詳細に 扱 うことにす

る。

(8)配 列要素A(i・j)の 添字iま たはjが ゼ ロにな ってはな らない。そ の理 由は

配 列Aの 原 点,す なわ ちす べて の添字が1で あ るA(1,1)か ら番地 の割付 けが

行 なわれ るか らであ る。 したが って,A(o・o)・A(o・j)・A(i・o)と い うよ うな配

列要素 は取 扱え ない ので あ る。
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また 第三 に,勘 定 コー ドは 正 し くパ ンチ して あ るが,金 額 パ ンチ を落 した

場 合 に は ど うな るであ ろ うか。・この場合,複 式 簿記 の 貸借 平 均 原 則 に反 す る

エ ラーにはな らない。 しか し,複 式 簿 記 の勘 定 体 系 に記 録 計 算 され てい る金

額 と,仕 訳 カ ー ドに転 換 され る以前 の原資料体系 との間の不一致を さけ るこ

とはで きない。そ こで,取 引金 額 の パ ソチが 脱 落 して い る場合 にはエ ラー ・
く　 ロ

メ ヅセ ージを 出す よ うに しておか なければな らない。

さて,こ の よ うな配 慮 を し,プ ログ ラムを 改 善 した と して も,複 合 取 引 が

現 われ る場 合 に ど う対 処 した らよいであ ろ うか。す なわち,前 節 まで の 説 明

で は仕 訳 の結 果,借 方 お よび貸 方 に勘 定 が 一一つ だけあ らわれ る単純取引に限

られ ていた。 したが って,貸 借 平 均 とい う複式 簿 記 の特 質 にあ ま り注意 を払

う必要が なか った。 しか し,仕 訳 の 結果,借 方 または 貸 方 のい ずれ か一 方 に

勘 定が二 つ以上現 われ る場合,あ るい は借 方 と貸 方 の両 方 に 複 数の勘定が現

われ るいわゆ る複合取 引の場 含で も正 しく処理で きなけれ ば,電 子 計 算 機 に

よる複式 簿 記 と して一般性を主張 す ることはで きない。

前例で第 一の取 引が 「現金55,000円 と備 品80,000円 を元 入 れ して 営業 を

開 始 した 」 とい う形 に改 め られれば,通 常 の仕 訳 で は

(借)現 金55,000(貸)資 本 金135,000

備 品80,000

とな る。

これ を単 純取 引 に分解 す るには

a)現 金55,000資 本金55,000

b)備 品80,000資 本 金80,000

(9)仕 訳 カー ドの取引金額について,そ のパンチが脱落 している場合のほか,取 引

金額 自体が正 しいか否か,さ らに内容的に正当であるか どうかとい う問題がおき

る。 しか し,こ うした点の検査 をどおすべ きかとい う問題は本稿では取扱わない。

換言すれば,本 稿で扱 う問題は仕訳のいわぽ形式検査(formatverification)で

あ って,こ れは取引そ のものの形式検査の一部にすぎないし,ま してや取引の内

容検査(reasonablenessverification)は まった く問題にならないのである。後

者の問題は,実 はEDP会 計 システムを具体化す る段階での問題であり,仕 訳帳
の廃止の問題ではな く,人 間に よる仕訳の廃止の問題である。
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の よ うに考 えるのが素直な方法で あ る。 また,現 金 式伝 票 の場 合 の よ うに

a')現 金135,000資 本 金135,000

b')備 品80,000現 金80,000

とい うよ うに 分解 す る こ と もで き る。

いずれにせ よ複合取 引を単純取引に分解す ると前節 の仕訳 カ ー ドの よ うに

L取「一万 〔 金 額][僑 方勘定 コー ド1[貸 方勘定 コー ド1

とい う形 に変 形 す る こ とが で き る。

しか し,か よ うな方 法 を 用 い る と,現 金 式 伝 票 シス テ ムの場 合 に端 的に現

われ る よ うに振替伝票やその他の追加的方法 が必要に なる。 そ うしない と仕

訳 自体か ら取 引の実態を把握す ることが 困難 にな るか らで あ る。

したが って,根 本 的 な問 題 は 複合 取 引 を処 理 す る場合,ど う して も単 純 取

引 に分 解 しなけ ればな らないか ど うか とい う問題であ る。実 はパチオ リ以来

の慣行 的複式簿記 シス テムの主流は,複 合 取 引を 単 純 取 引 に 分解 しない方法

と して成 立 してい るのであ る。換言すれ ぽ,追 加 的 技 法 ない し二 次 的 な制 約

条 件 を考 える必要 のない,出 来 るだ け 一般 性 を もった 体 系 と して慣行的複式

簿記 システムは成立 してい る。 この点を明 らかにす るため,以 下,若 干 の 説

明 を補 足 して み よ う。

前 例 の よ うに借方科 目または貸方科 目のいずれか一つが複数で他は単数で

あ る場合,単 純 取 引 に 分解 す るに は単 数 の科 目の金額を分解すれば よい。 と

ころが,も し借 方科 目も複 数 で 貸 方 科 目も複数で あ る場 合には ど うすれば よ

いで あろ うか。

た とえば,取 得 原価 ω¥95.00の 一一B3的 所 有 の有 価 証 券 二 千 株 を 単 価¥

100.00で 売 却 し,売 却手 数 料¥3,000と 有 価 証 券 取 引税¥200を 差 引 き,

手 取 金¥196,800を 当 座 預金 と した,と い う場 合 に,仕 訳 は 次 の よ うに い く

つ もの方 法 が可能であ る。

1)当 座 預 金196,800有 価 証 券190,000

有価 証券 売 却 益6,800
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金

料

課

預

数

公

手

座

払

税

当

支

租

の 196,800

3,000

200

有 価 証 券190,000

有価 証 券売 却 益10,000

金

料

課

預

数

公

手

座

払

税

当

支

租

の 196,800

3,000

200

有 価 証 券 売 却'200,000

売 却有 価 証 券 原 価190,000有 価 証 券190,000

会 計 学 的立 場 か らす れ ば第 三 法 が最 もイ ソフ ォーマテ ィヴで あ り,取 引 が

内包 す る情 報 を 最 も詳 細 に記録す ることがで きる。 これに対 し,第 二 法 お よ

び第 一 法 は取 引 の 内 包 してい る資料を完全に示す ことにな らない。 したが っ

て,会 計 学 的立 場 か らす れ ば 仕 訳 方 法についてそ の優 劣を論ず ることがで き

るし,当 然 そ う しなけ れ ば な らな い で あろ う。 しか し,狭 義 の簿 記 理 論 の 立

場 か らす れ ば,こ れ ら仕 訳 の諸 方 法 の うち,ど れ を選 択す べ きか を 一 概 に 断

定 す ることはで きない。む しろ,い ず れ の方 法 が採 用 され よ うと も正 確な処

理 が 出来 ることこそ肝要 であ る。

か ように考 える と,わ れ われ の 目下 の問題 は上 記三 つ の方法の うち どれが

会計学 的にす ぐれ てい るか と言 うことではな く,単 純 取 引 に 分解 す る際,ど

の よ うな差 異 が 生ず るか とい う点か ら考察 しなければ な らない。

第一法 の仕訳 も第三法 の仕訳 も容易に単純取 引に分解 で きる。 ところが,

第 二 法 の仕 訳 は前 二 者 と同 じ よ うには分解で きない。 もし,第 二 法 を次 の よ

うに 分解 すれ ぽ,か な り妥 当 性 を もつ よ うに見 え る。

(2-a)当 座 預 金190,000有 価 証 券190,000

(2-一一b)当 座 預 金6,800有 価 証 券 売 却 益6,800

(2-c)支 払 手 数 料3,000有 価 証 券 売 却 益3,000

(2-d)租 税 公 課200有 価 証 券売 却 益200
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しか し,同 じ第二法を次の ように分解することもできるはずである。

(2-aり 当 座 預 金10,000有 価証券売却益10,000

(2-b')当 座 預 金186,800有 価 証 券186,800

(2-c')支 払 手 数 料3,000有 価 証 券3,000

(2-d)租 税 公 課200有 価 証 券200

この二つの分解方法の優劣を論ず ることは,現 在のわれわれにとり意味が

ない。何故なら簿記の一般理論は個 々の企業がどのような会計処理規程を採

用 しようとも,あ るいは記録手続の具体的な規定がどうあろ うとも,そ うし

た二次的制約や 特殊性か ら 自由な 一般性を 持たなければな らないか らであ

る。か ように考えると,上 述のように複合取引を単純取引に分解す る立場で

はな く,複 合取引を単純取引に分解せず,複 合取引は複合取引のまま処理す

るとい う立場に立たなければならな くなる。即ち,パ チオ リ以来の慣行的複

式簿記の主流をな してきた方法の長所を生か しなが ら処理す る方法を明 らか

に しなけれぽならない。

複合取引を単純取引に分解 しないで処理す る方法は慣行的二帳簿制におけ

る普通仕訳帳の方法を反省 してみれば よい。左図に示 してある通常の仕訳帳

普 通 仕 訳 帳

百研一冨 …屡]嗣 廟露飾 繍

において借方金額 と貸方金額

を二度記入す ることは,単 純

取引の場合,実 は不必要であ

る。借方金額欄 と貸方金額欄

が同時に設定 してある根本的

理由は複合取引を処理す るた

めである。前記有価証券の例でいえば,第 一法か ら第三法にいたる仕訳方法

の うち,い つれの方法を採用す るにせ よ借方金額の 合計20万 円と貸方金額

の合計20万 円を背後で算出し,両 者が一致す るか否かを 検査 しているので

ある。 これが表面に現われた ものが,実 は仕訳帳の各頁の最下行におけ る次

頁繰越額の算出てある。 もし,す べての仕訳が単純取引だけか らなるか,あ
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るいは複合取引は必ず単純取引に分解するとい うのであれば,仕 訳帳に借方

金額欄 と貸方金額欄の二つを設定す る必要はない。

したがって,電 子計算機複式簿記においても,複 合取引をそのまま処理す

るためには,元 帳(す なわち勘定体系が展開 してある配列A(10,2))へ 転

記す る前 に,一 つの複合取引の仕訳が貸借平均 しているかど うかを検査 して

やれば よい。.

か ように考へると複合取引の仕訳形式は次の ようになる。すなわち,複 合

取引の借方要素にはそれが複合取引に属す ることを示す コー ドを貸方に与え

てや り,複 合取引の貸方要素に も同 じく複合取引に属す ることを示す コー ド

を借方に示 してや るのである。換言すれば,実 質的には複合取引を単純取引

に分解 しないのであ るが,表 面的には前節までの単純取引と同 じ形に変形 し

てやるのである。前記有価証券の例で言えば

当 座 預 金196,800複 合取引の借方要素

支 払 手 数 料3,000複 合取引の借方要素

租 税 公 課200複 合取引の借方要素

有 価 証 券

有 価 証 券 売 却 益

こ の 仕 訳 を

196,800,1,99,n

3,000,24・,99,n

200,29,99,n

190,000,99,15,n

10,000,99,20,n

の ように変形す るので あ る。

190,000… … 複 合 取 引 の貸 方 要 素

10,000… … 複 合 取 引 の 貸 方要 素

一 番 左 の数 字は言 うまで もな く金 額であ り,二 番 目の 数字 は借 方 勘 定 の コ

ー ド ・ナ ンバ ーか複合取引 の貸方要 素であ ることを示す特殊な コー ド・ナ ソ

・ミー99で あ る。 三 番 目の 数字 は複 合 取 引 の借 方要素 であ ることを示す99か
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貸方科 目のコー ド・ナソバーである。そ して右端の数字nは 取引ナソバーで

ある。一つの取引に属するすべての仕訳カー ドを読終ったか否かを検査す る

ため,実 は右端の取引ナソバーが必要になる。 これは普通仕訳帳でいえば,

一つの仕訳を終 るたびに摘要欄に引 く横線 と同 じものであ る
。

かように変形 した複合取引の仕訳を直ちに勘定配列Aに 転記 しないで,複

合取引の借方要素はその金額を配列DAに,そ の借方勘定 コー ドは配列IDX

に一時記憶 し,貸 方要素は金額を配列CAに,勘 定 コー ドを配列ICYに 一

時記憶 してお く,そ して複合取引のすべての仕訳要素を読終ったな らば,借

方要素,貸 方要素の うち一つで も金額パ ソチを脱落 した ものがないか どうか

を確かめ,こ の脱落がなけれぽ借方合計額と貸方合計額 とが一致す るか否か

を検査 してやる。一致すれば勘定配列Aに 転記 し,一一致 しなければ仕訳に間

違いがあるわけであるか ら,そ の旨ライ ソプ リンターか ら書き出 してやれば

よい。金額パンチに脱落がある場合にも,複 合取引全体を書き出 してやるこ

とは言 うまで もない。

2-'3複 合取 引 の貸 借 平 均 検 査 を含む 電 子計算機複式簿記 の プログ ラム

以上 の よ うに考 え ると複合取 引の貸借金額が一致す るか ど うか の検査を含

む電子 計算機複式簿記 の処理手続 は(図 表2-3-1)の フn・ 一チ ャー トの

よ うに示 す こ とが で きる。そ して,こ の フ ロー チ ャー トを コー デ ィングす る

と(図 表2-3-2)の よ うにFORTRANに よる複式 簿 記 の プ ログ ラ ムが

出来 上 る。

以下,こ の フ ロー チ ャー トを 中心 に して プ ログラムの 説 明を しよ う。 な

お,具 体 的 な取 引例 は(図 表2-3-3)に デ ー タ ・カ ー ドと して示 して あ

るの で参照 されたい。

(図 表2-3-1)と して示 した フPt・一・チ ャP-・一一トの 基 本 的 な考 え方 は,単

純 取 引 の場 合(VI)の 読 込 ボ ックスで読 込 まれ た後,(X-1)ボ ックスで 複

合 取 引 の借 方要 素 で な い ことを判 定 され,(XI-1)ボ ックス で複 合 取 引 の貸



一30一 商 学 討 究 第19巻 第1号

方 要 素 で もな い,つ ま り単 純 取 引 で あ る こ とが 結 論 され,(XII)ボ ックス で

勘 定 体 系 を展 開 して あ る配列Aの 該 当 場所(す なわ ち該 当 勘 定)に 転 記 され

るので あ る。

そ して,こ の転 記 の際,金 額 パ ソチが脱 落 して い るか 否 か を判定 し((XII

-1)ボ ックス) ,脱 落 して お れ ば エ ラー ・サ ブル ーチ ソを呼び,そ れか ら次

の仕 訳 カ ー ドの読 込 に移 るのである。 なお,こ れ だけ で は検 査 は充 分 とは 言

え ない。何故 な ら複合取 引であ るに.もか か わ らず 勘 定 コー ドの ペ ンチを間違

え て単純取 引 と誤認 され るおそれがあ るか らである。 しか し,こ の勘 定 コー

ドの検 査 につ い ては次章で詳論す ることにす る。

複合取 引で あれば,仕 訳 カ ー ドは(X-1)ボ ヅクス ま たは(XI-1)ボ ッ

クス で複 合 取 引 の 借 方 要 素 で あ るか 貸方要素であ るか を 判定 され,借 方 要

素 で あれ ぽ(X-2)ボ ックス で,貸 方 要 素 で あれ ば(XI-2)ボ ックス で取

引金 額 と勘 定 コー ドを配列DAとIDXま た は 配 列CAとICYに 一 時 記憶

す る。 そ して次 に読 込 まれ る 仕訳 カー ドが 同 じ複合取 引に 属す るか否かを

(IX)ボ ヅクス で検 査 す る。 も し,一 つ の複 合 取 引の 仕 訳 カ ー ドを全部読 込

んだな らば(XIV-1)ボ ックス で 複 合取 引 の仕 訳 カ ー ドの中に一一枚 も金額パ

ンチの脱落がな く(NZ・=.TRUE.),且 つ 貸 借 合 計 額 が 一 致す る(HSUM1-

HSUM2)場 合 に のみ(XV-1)ボ ックス で 複合 取 引 を 一 時記 憶 してお いた

場所 か ら勘定配列Aに 転 記 す る ので あ る。

以上 が(図 表2-3-1)の フ ロー チ ャー トお よび(図 表2-3-2)の

プ ログ ラ ムの基 本 的 な構造 で あ る。複式簿記を電子計算機 に よって遂行す る

場合,単 純 取 引 と複 合 取 引 が どの よ うな順 序で発生 して も適切 に処理で きな

ければ な らない。(図 表2-3-1)に 示 した フ ローチ ャー トを複 雑 に して

い る原 因は実は この処理 を適切 に行 な うためであ る。以下,こ の 点 を 明 らか

に してみ よ う。

単 純 取引 と複合取 引の組合せは

1)仕 訳 カ ー ドを最 初 に読 込 む 場 合
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2)二 番 目の仕 訳 カ ー ドか ら最 後 の仕 訳カー ドに至 る部分 の場合

3)仕 訳 カ ー ドの処 理 を終 る場 合

の三 つ の場合 につ いて,組 合 せ を 明 らか に しなけれ ば な らない。

(1)は じめ て仕 訳 力e-・iドを読 込む 場 合
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い ま単純取 引をS,複 合 取 引 をPと す る と,初 め て仕 訳 カ ー ドを読 込 む と

き,一 枚 の カ ー ドは 単 純 取 引 で あ る場合か,複 合 取 引 で あ るか の 二 つ しか

ない。 単純取引の場合,(III)ボ ックスでNUMB2を ゼ ロに して あ るか ら

(VIII--1)の 出 口はYESで あ り,(VIII-2)でNUMB2はNUMBに 訂

正 され る。 した が って,(IX)に お け る比 較 結 果 は 当 然YESの 出 口か ら出

る。 そ して(X-1),(XI-1)を 通 り,(XII)ボ ックス で配 列Aに 転 記 さ

れ る。

最 初 の仕 訳 カ ー・一一一ドか複合取引に属す る場合には(X-2)か(XI-2)の い

ず れか で 一 時記 憶 され,同 一 複合 取 引 に属 す る二 枚 目以下 の仕訳 カー ドが次

々に読込 まれ ることに なる。そ して同 じ複合取引に属す る仕訳要素はすべ て

一時記憶場所 に貯蔵 され る。 そ して,単 純 取 引 で あれ,複 合 取 引 で あれ,取

引 ナ ソバ ーの異 な る もの が読 込 まれた ことが(IX)ボ ックス で発 見 され る と

検 査 の後,勘 定 配 列 に転 記 され る。

② 二 番 目の取引の仕訳 カー ドか ら最後 の取引 まで

この場合は次表 に示す よ うに四つの組合せが考 え られ る。上述 の最初 の取

目番n
＼
、

＼

＼
＼
＼
1

目

+
番

n

S

P

S P

SS…(3)PS…(5)

SP…(4)PP…(6)

引が複合取 引であった 場合に 引続いて(5)

番 の 〔PS〕 の場 合 を考 え てみ よ う。 この場

合,NUMB2に は 古 い複 合 取 引 の取 引 ナ ソ

バ ーが入 ってい るか ら,(IX)ボ ヅクス の

判 定 結 果 はNOに な る。 そ こで 貸借 平 均 検

査 を し,勘 定 配 列 に転 記 を して や る こ とは前 述の とお りであるが,(XV-2)

ボ ックス に お い て 再 び複 合 取 引が 出現す る 場合 にそ なえてN,M,HSUM1・

HSUM2お よびNZ(1)とNZ(2)を リセ ッ トし,(XIII-2)で い ま読 込 ん
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だ ぽ か りの単 純 取 引 の取 引 ナ ソバ ーをNUMB2に 入 れ か え て お くので あ る。

〔SS〕,〔SP〕,〔PP〕 の場 合 につ い ては 読 者 み ず か らの検討にゆだね たい。

ここで注意すべ き点は,取 引 ナ ソパ ーを記 憶 す るた め にNUMBだ け で な

くNUMB2を 設 定 し,各 仕 訳 カ ー ドか ら読 込 まれ る取 引 ナ ン・ミー(NUMB)

と比 較 した こ と。 ま た複合 取 引 の処理のため(V)ボ ックスで あ らか じめN,

M,HSUM1,HSUM2,お よびNZ(1)1NZ(2)を 開 始状 態 に セ ッ トしただ け

で な く,(XV-1)で 複 合 取 引 の転 記 が 終 了 す る と再 びそれ らを リセ ッ トし

直 した点であ る。 また,第 三 に複 合 取 引の 貸借 平 均検 査 の結果,エ ラ ー とな

った と き,エ ラー ・メ ッセ ー ジを 印刷 した後,直 ち に次 の カ ー ドを読 込 んで

は な らぬ点であ る。 なぜ な ら次 の取 引が単純取 引にせ よ複合取 引にせ よ,次

の仕 訳 カ ー ドの 一 枚 目はす で に読 込 まれ てい るか らであ る。

(3)最 終 カ ー ドの場 合

最 終 カ ー ドは 金額 欄 に六個 の9を パ ンチ して あ る。 した が って,最 終 カ ー

ドを読 込 んだ場 合,(VII)ボ ックスか ら(XVI)ボ ックス に進 む が,こ の と

き仕 訳 カ ー ドの組 合 せ は 最 後の取 引が単純取 引で あ るか複合取 引であ るか,

いず れ か で あ る。

最 後 の取 引 が単 純取 引であれば,こ の単 純 取 引 はす で に配 列Aに 転記 済 で

あ るか ら,直 ち に試 算 表 を 書 き 出せ ぽ よい。 しか し,最 後 の取 引 が複 合取 引

で あれ ば,他 の場 合 と 同 じ よ うに 貸 借平 均検 査を してや らなけれぽ な らな

い。 この よ うな理 由で,こ の 部 分 の プ ロ ■一一・・チ ャー トは(図 表2-3-1)の

左 側 の よ うに な るので あ る。

次 に,(図 表2-3-2)に 示 した プ ログ ラムに つ い て 若 干 説 明を加え よ

う。

この プログラムではサ ブル ーチ ソを多 く用 いたため,COMMON宣 言 を用

い た こ と。 また金 額 パ ソチ の脱落 を検査す る 目的でニ ワー ドの配列NZを 用

い,こ れ にLOGICAL宣 言 を して い る ことで あ る。

第 三 に注意すべ き点は配 列DA,IDX,CA,ICYの 大 き さを それ ぞれ 三 ワ
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一 ドに している点である。 これを本例では三 ワー ドとれば充分だか らで,必

らず しも一般的ではない。複合取引を仕訳 した場合の借方要素 と貸方要素の

一時記憶場所 としては一〇 ワード宛とっておけぽまず充分ではなかろうか。

次 にサ ブル ーチ ンPSETに つ い て 要 点 を 説 明 しよ う。 このサ ブル ーチ ソ

のNは 複 合 取 引 の借 方要 素 の数 を カ ウン トす る場所で あ り,HSUM1は 借

方 要 素 の合 計 額 を,そ してNZ(1)は 借方 要 素 の 中tle-一一つ で も金 額 パ ンチ の

脱 落 が あれ ば,そ の内 容 をFALSE(偽)に す るた めで あ る。 こ う した パ ラ

メ ー ター…一をいわぽ 出発点の状態 にお くための サ ブル ーチ ンが このPSETで

あ る。M,HSUM2お よびNZ(2)は 貸 方 要 素 につ い て上 述 した こ とを行 な

うためで ある。

サ ブル ーチ ンTRANSは 複 合 取 引 の 仕 訳要 素 を 一 時 記 憶 のための場所 に

複写 し,借 方 と貸 方 の合 計 額 を 算 出 し,ま た金 額 パ ンチが 脱 落 して いな いか

ど うかをNZに 判 定 してお くの で あ る。

この サ ブル ーチ ンTRANSで 注 意 す べ き点 は 複合 取 引 の借 方 要素の数N

と貸 方 要 素 の数Mと につ い てで あ る。 複 合 取 引 の場合,借 方要 素 にせ よ貸

方要 素 にせ よ,少 な く とも一個 は 出現 す る。 したが ってNとMは 絶対 に

ゼ ロに 等 し くな い。 す なわち,複 合 取 引 で は

N≒O,M≒O

である。 これに対 し単純取引では

N-・O,M=0

で あ る。 したが って(図 表2-3-1)の(XIII-1)お よび(XVI)'で 行 な

う判 定 はNと ゼ ロまた はMと ゼ ロを比 較 して は な らな い ので ある。何故な

ち,複 合取 引 の借 方 要 素(ま た は 貸 方要 素)を 示 す 仕 訳 カ ー ドが完 全 に脱 落

した場 合,エ ラ ー処 理 が 適 切 に で き な くな るか らであ る。

複合取 引の借方要素 または貸方要 素が完全 に脱落 した場 合を含めて考え る

と,次 表 に示 す よ うに
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】M〔=0 M≒0

N=0

Nキ0

0

0

=

キ

N

M
③

0

0

=

=

N

M
①

0

0

≒

≒

N

M
④

0

0

≒

=

N

M
②

①N-O,M-Oの とき単 純 取 引 で

②N¥O,M-Oの とき複 合取 引 の貸 方

要 素 が脱 落 したエ ラーであ り

③N-O,M¥Oの とき複 合 取 引 の借 方

要 素 が 脱 落 したエ ラーで あ り

④N≒0,M≒0の と き借 方 また は 貸 方 の 完 全 な 脱 落のない複合取引であ

る。

したが って,(XIII-1)お よび(XVI)の 判 定 はIF(N十M.NE.0)GO

TO… … と しなけ れ ぽ な らな い。

この よ うにす ると,複 合取 引 を 処理 す る プ ログ ラムは手記複式 簿記 シス テ

ムの場 合 と同様,ほ ぼ完 全 な検証 能 力 を持 ち うる。 しか し,こ の場 合で も借

方 と貸 方 が と もに複数 の取引で借方要 素 と貸方要素が一枚つつ脱 落 し,し か

もそ の金 額 が等 しい場 合 やそ の他 の場 合には手記簿記 シス テムと同 じくこの

エ ラーを検出す ることはで きない。

転記 のためのサ ブル ーチ ソは本 稿の範 囲内では あま りに も単純 であ るか ら

説 明を省略す る。

エ ラー ・メ ッセ ージ を ライ ソプ リソターか ら 書 き出すための サ ブル ーチ

ンERRORは 単 純取 引 に つ い て 一 箇所,複 合 取 引 に つ い ては 二 箇所 で コー

ル されてい る。 このERRORサ ブル ー チ ンで 注 意 す べ き点 は サ ブル ーチ ソ

TRANSの 説 明 の最 後 に 述 べ た点 に 関係 す る。 す なわ ち,エ ラーの発 生 は

Nキ0,M≒0で しか も 貸 借 合 計 が 一 致 しな い と きだけで な く,N=0,Mキ0

の と きお よびN≒O,M-Oの ときの よ うに借 方 要 素 また は 貸 方要 素が完全 に

脱 落 してい る場合 に もエ ラーが発生す る。 したが って,こ の二 つ の場 合 に も

正 し くエ ラー ・メ ッセージが 出なけれぽ な らない。

ERRORサ ブル ー チ ンの9行 目,17行 目をみ れ ば 明 らか な通 り,DOル ー

プを 用 い て エ ラ ー と判 定 され た複合取 引を書 出 している。 したが って,も し

エ ラ ー ・サ プル ー チ ソを次 の よ うに構成 す ると

SUBROUTINEERROR(… …)



開
始

COMMON領 域 の宣 言

A(10.2)

DA【3},IDX【3}
CA(3)∫ICY〔3}

等

)1(
響

(1)
配列A〔10.2)を クリヤー

する

(∬)

NUMB2累0
(III)

NameCardの 読込 み (M

サブルーチンPSETで
N,M,HSUMI,HSUM2を クリ
ヤーする

(切

(ω

(XVI)

②
仕訳カー ドの読込

(N十M)=O

(VI)

yes

〔IM

最後の取引は
単純 取引か

yes

no

(XVII) no

TA:999999.0

最後 のカ ー ドか

U§UMI=HSUM2
最後の複合取 引の貸
借は平均するか

yes

no

NUMB2:0

最初のカー ドか

yes

(VII)

(XIX)

CALLENTRY
(N,M)

最後の複合取引の.転記

(VIII-1)

NUMB2-NUMB

CALLERRoR

(N、M,NUMB2,
HSUM1,

HUSM2>

最後のエ ラー
メ ツセ ー ジ

(1鋤

(IX)

(1服 一2)

NUMB2:NUMB

同一取引の仕訳 か

(X-2)

CALLTRANS
(N,TA,ID,
HSUM1,1)

㊤D (Xtl-2)

A〔ID,1)=:A(ID,1)十TA

A(夏C,2)=A〔ICg2〕 十TA

単純 取 引の転 託

複合取引の借方
要素の一時記憶

yes

(XI-2)

CALLTRANS
(M,TA,IC,HSUM2
,2)

複合取引の貸方要素
の一時記憶

(3)

yes

(5)

(XII-1)

〉

TA:0

〔6)

IC:99

(X--1)

(XX)

no

yes

(XIII-1)
IIN十M)=0

前の取引は単純取引か

試算表合計額の計算

(XXI)

no

〔7}

yes

複合取引
の借方要素no
か

(XIII-2)

C`K
D,99(XI-・)

複合取引
の鯨 螺 ・・

lUMB2=NUMB

〔10)

CALLPSET
(N,M,HSUMI,HSUM2)

≦

(8}

試算表の書出し

CALL
ERROR
(N,M,
HSUM1,
HSUM2)

(XV-2>

(XIV-1)

HSUMI;HSUM2

複合取引の貸借は羽均
するか

no

(XIV-2)

yes

〔9}

終

CALLERROR
(N,M,NUMB2,HSUMI,
HSUM2)

CALLENTRY

(N,M)

複合取引の転記

(XV-1)

(図表2-3-1)複 式簿 記のフ ローチ ャー ト(試 算表の作成 まで)

(箪 繰 辱鶴 灘 蝉 鷲1該 忽影 ムの右側の翻 こ該当しう
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COMMON__

WRITE(6,× × ×)NUMB2

WRITE(6,× × × 十1)(DA(1),IDX(1),1=1,N),HSUM1

WRITE(6,× × × 十2)(CA(1),ICY(1),1-=1,M),HSUM2

借方要素または貸方要素が完全に脱落した場合,脱 落した要素の書出し命令

の タ ー一ミナ ル 。パ ラ メ ー タ ー が ゼ ロ と な り矛 盾 が お き る(1=1,0と い う事

態 に な る)。 そ こで(図 表2-3-2)に 示 して あ るERRORサ ブ ル"・一・・チ ソ

の よ うにNお よびMが ゼ ロか否 か を検 査 し,そ れ に応 じて書 き出す よ うに

修正 しなければならないのである。

0

1

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

15

16

17

20

21

22

23

24

25

26

27

30

N SOURCESTATEMENT

COMMONA(10,2),『DA(3),IDX(3),CA(3),ICY(3),NZ(2)

COMMONID,IC

DIMENSIONNAME(10)

LOGICALNZ

DOlJ=1,2

DOlI=1,10

1A(1,J)=o.o

NUMB2==O

READ(5,102)NAME

lO2FORMAT(10A7)

CALLPSET(N,M,HSUMI,HSUM2)

2READ(5,101)TA,ID,IC,NUMB

101FORMAT(F6.0,212,13)

IF(TA.GE.999999.0)GOTOll

IF(NuMB2.EQ.o)NUMB2=NUMB

IF(NUMB2.NE.NUMB)GOTO6

31F(IC.NE.99)GOTO4

CALLTRANS(N,TA,ID,HSUM1,1)

GOTO2

41F(ID.NE.99)GOTO5

CALLTRANS(M・,TA,IC,HSUM2,2)

GOTO2

51F(TA.GT.0.0)GOTO51

CALLERROR(N,M,NUMB2,HSUM1,HSUM2)

(図 表2-3-2)(そ の1)

電 子 計 算 機 複 式 簿記 の プ ロケ ラ ム(STEP2仕 訳 の 計 算 上 の 検 査 を 含 む)

1

2

3

4
・

ピ
」

ノ
0

ワ
'

8

0
!

01

11

12
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1

2

3

4

5

6

7

0

3

3

3

3

3

3

3

4

1

2

3

4
.

く
ゾ

1
0

7

4
.

4

4

4
、

4
,

4

4

O

1

2

3

4

5

6

7

0

1

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

62C

63

64

65

66

67

70

71

72

73

74

75

76C

77

GOTO2

51A(ID,1)=A(ID,1)十TA

A(IC,2)=A(IC,2)十TA

GOTO2

61F(N十M.NE.0)GOTO8

7NUMB2=NUMB

GOTO3

81F(N*M.NE.0.AND.NZ(1).AND.NZ(2).AND.

(HSUM1.EQ.HSUM2))GOTOg

CALLERROR(N,M,NUMB2,HSUMI,HSUM2)

GOTO10

9CALLENTRY(N,M)

10CALLPSET(N,M,HSUM1,HSUM2)

GOTO7

111F(N十M.EQ.0)GOTO13

1F(N*M.NEO.AND.NZ(1).AND.NZ(2).AND.

(HSUM1.EQ.HSUM2))GOTOl2

CALLERROR(N,M,NUMB2,HSUM1,HSUM2)

GOTO13

12CALLENTRY(N,M)

13DO14J=1,2

DO141=1,9

14A(10,J)=A(10,J)十A(1,J)

WRITE(6,103)(A(1.1),NAME(1),A(1,2),1=1,10)

103FORMAT(1HO,40X,FIO.O,5X,A7,3X,F10.0)

STOP

END

SUBROUTINEPSET(N,M,HSUMI,HSUM2)

COMMONA(10,2),DA(3),IDX(3),CA(3),ICY(3),NZ(2)

LOGICALNZ

N=O

M=O

HSUM1ニ0.O

HSUM2=0.O

NZ(1)=.TRUE.

NZ(2)=.TRUE.

RETURN

END

SUBROUTINETRANS(NM,TA,ICD,HSUM12,K)

(図 表2-3-2)(そ の2)

電子計算機複式 簿記 のプ ロヴ ラム(STEP2仕 訳 の計算上の 検査 を含 む)

13

14

】5

16

17

18

9

0

1

う
4
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00

01

02

03

04

05

06

07

10

11

12

13

14

15

16

1

1

1
且

1

1

1

1

1

1五

1

1

1

1

1

1

COMMONA(10,2),DA(3),IDX(3),CA(3),ICY(3),NZ(2)

LOGICALNZ

NM=NM十1

GOTO(1,2),K

lDA(NM)=TA

IDX(NM)=ICD

HSUM12・=HSUM12一 トTA

IF(TA.LE.0,0)NZ(1)=.FALSE.

RETURN

2CA(NM)=TA

ICY(NM)=・ICD

HSUM12=HSUM12十TA

IF(TA,LE.0.0)NZ(2)=.FALSE.

RETURN

END

117C

120

121

122

123

124

125

126

127

SUBROUTINEENTRY(N,M)

COMMONA(10,2),DA(3),IDX(3),CA(3),ICY(3)

DOII=1,N

lA(IDX(1),1)=・A(IDX(1),1)十DA(1)

DO2J=1,M

2A(IcY(J),2)=A(lcY(J),2)十cA(J)

RETURN

END

130C

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
且

1

1

1

1

1

SUBROUTINEERROR(N,M,NUMB2,HSUM1,HSUM2)

COMMONA(10,2),DA(3),IDX(3),CA(3),ICY(3),NZ(2)

COMMONID,IC

WRITE(6,300)NUMB2

WRITE(6,101)

IF(N十M.EQ.0)GOTOl

IF(N.EQ,0)WRITE(6,102)

IF(N.NE.0)WRITE(6,103)(DA(1),IDX(1),1=1,N)

IF(N.NE.O)WRITE(6,104)HSUMl

IF(M.EQ.0)WRITE(6,105)

IF(M.NE.0)WRITE(6,106)(CA(1),ICY(1),1=1,M)

IF(M.NE.0)WRITE(6,107)HSUM2

RETURN

lWRITE(6,301)ID,IC

RETURN

3∞FORMAT(1HO,11HSHIWAKENO.,2X,13)、

(図 表2--3--2)(そ の3)

電 子 計 算 機 複 式 簿 記 の プ ロ グ ラ ム(STEP2仕 訳 の 計 算 上 の 検 査 を 含 む)
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15r

152

153

154

155

156

157

160

162

163

164

165

101FORMAT(lH,19HSHIWAKENOMACHIGAI)

102FORMAT(1H,10X,18HKARII(ATADATURAKU)

103FORMAT(IH,15X,F7.0,2X,12,2X,2且99)

104FORMAT(lH,10X,16HKARIKATAGOKELF7.0)

105FORMAT(lH,10X,19HI(ASHIKATADATURAKU)

106FORMAT(lH,15X,F7.0,2X,2H99,2X,12)

107FORMAT(1H,10X,16HKAS正{IKATAGOKEI.F7.0)

301FORMAT(1Ho,10x,18HTANJuNTORIHIKI

NO/IH,10X,16HKINGAKUDATURAKU/1

1HO,19X,12,2X,12)

RETURN

END

ENDOFSOURCE*

(図 表2-3-2)(そ の4)

電 子 計 算 機 複 式 簿 記 の プ ロ グ ラ ム(STEP2仕 訳 の計 算 上 の 検 査 を 含 む)

GENKIN

KYURYO

95000199

40000399

135000995

80000799

40000994

40000991

25000199

20000299

45000996

40000799

20000994

20∞0991

30000199

20000299

50000996

3900012

5800041

2800031

500081

300091

999999

KAIくEURIBIHIN

EIGYOHITOTAL

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

7

8

9

10

KAI(EGAISHIHONURIAGESHIIRE

(図表2-3-3)デ ー タ ・カー ド

(本例は前 出の単純取 引だけか らな る例題 を適宜複合取 引に修正 した ものであ る。

なお,ア ウ ト・プ ッ トであ るエ ラー ・メ ッセ ー ジお よび試算表 は本稿 末尾補足 資

料 をみ られ たい。)
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3.電 子計算機複式簿記 と仕訳帳の廃止

3-1仕 訳帳の基本的職能 とそのプログラム化

前章では伝統的手記複式簿記において勘定記入の正確性を自働的に検証す

る手段 としての試算表は,電 子計算機複式簿記ではその意義を完全に失 な う

ことを指摘 し,あ わせて仕訳帳の記入 も不必要になること,さ らにまた仕訳

それ自体 も必 らず しも人間が行な う必要はないことを示唆 しておいた。本章

では この うち,電 子計算機複式簿記において仕訳帳が廃止され る運命にある

ことを明 らかに しよう。

第二章第二節で伝統的複式簿記におけ る普通仕訳帳の存在理由として複合

取引の存在をあげ,複 合取引の仕訳の 「計算上の正確性」を確保す るために

仕訳帳が どの ような意義を持っているかを検討 し,ま たこうした論理を電子

計算機のプログラムとして作成 した。

しか し,仕 訳の 「計算上の正確性」をプログラムで検査す ることがで きた

としても,そ れだけでは仕訳帳を廃止することはできない。何故なら,仕 訳

帳の職能は複合取引における借方合計額 と貸方合計額の一致を検査すること

だけでなく,同 時に転記さるべ き勘定が元帳に存在す ることを検証する手段

でもあるか らである。

実は伝統的な手記複式簿記では普通仕訳帳だけでな く特殊仕訳帳をも含め

て,一 般に仕訳帳の摘要欄 と金額欄の中間にある元丁欄が この職能を果た し

ている。 この元丁欄の記入が元帳のページ数で行なわれ よ うと勘定 コー ド番

号で行なわれ ようと,そ こには本質的なちがいはない。すなわち,元 丁欄へ

の記入は転記漏れを防止す るだけでな く,転 記さるべ き勘定が元帳に登録さ

れている正規の勘定であることをチ ェックしているのである。

すなわち,伝 統的手記複式簿記の基本的形態である元帳 と仕訳帳か らなる

二帳簿制で,仕 訳帳が有つ意義は取引を発生順に記録 した歴史的記録である

と同時に,複 合取引の処理に際 し借方要素 と貸方要素の仕分け 「計算上の正
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確性」を確保す ること,単 純取引と複合取引 とを問わず転記 さるべき勘定が

その企業の採用 している勘定体系の正規のメソバーであるか否かを検査す る

こと,そ して最後に転記漏れや重複転記を防止す ること,と い う四点にある

のである。

か ように考えると単純取引の仕訳にさい し,何 故に重複をいとわず同一金

額を借方 と貸方に二重に記載す るかの理由が明 らかになる。 もし,仕 訳の計

算上の正確性だけを問題にす るのであれば,す でに指摘 したように単純取引

について金額を二度書 く必要はない。 したが って,仕 訳帳には複合取引だけ

を記載すれぽ よい ことになる。にも拘 らず,伝 統的手記複式簿記体系におい

て単純取引をも仕訳帳に記載 してきたのは形式的に複合取引に準 じて処理 し

たためではない。 これは上述 したように転記 さるべき勘定が勘定体系の正規

のメソバーであることをチェックし,転 記漏れや重複転記を防止するために

は仕訳帳に記載せ ざるをえなかったか らである。

か ように仕訳帳は伝統的手記複式簿記 システムの中で極めて重要な職能を

果たしてきた。 しか し,周 知のように仕訳帳の第一の職能である取引を発生

順に記録す る歴史的記録 とい う職能は,会 計システムにおいて 「原始証愚」

が完備す るにつれて仕訳帳の職能 としては失なわれつつある。

また,複 合取引の仕訳の 「計算上の正確性」を確保す るとい う第二の職能

は,前 章で明 らかに した ように電子計算機複式簿記のプログラムとして組立

てることが可能である。 したがって,も し上述の 三番 目の職能,す なわち

「転記の正確性」の検証が電子計算機複式簿記 の プログラムの中に完全に吸

収 され うるならば,伝 統的手記複式簿記の代表的形態であ り,理 論的にも最

も単純化 された形態である二帳簿 システムの中か ら仕訳帳を廃止す ることが

できる。すなわち複式簿記のなかか ら仕訳帳がその姿を消す ことになる。電

子計算機の もつ計算 と論理判断能力は仕訳帳を廃止 し,電 子計算機複式簿記

では二帳簿制ではな く,そ の主要簿は元帳のみの一帳簿制 となる。

今.C.リ トル トン教授はその名著 「1900年 までの会計の発達」のなかで仕
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訳 の運命について次 の よ うに述べ てい る。

「仕 訳(journalentry)は 簿 記 の機 構 の中 で 重要 な部 門 を しめてい る。普

通 の言葉で表現 され る取 引を特有 の構造を もった半統計的記録(aspecies

oftechnically-formed,intermediatestatisticalrecords)に 転換 す る手

段,こ れ が 仕 訳 で あ る。 の み な らず,そ れ は あ らゆ る取 引 に 内在 す る二重

性を 明白に表示す るがゆ えに,複 式 簿 記 の い ち ぢ る しい 特徴 を現 わす点 に

おいて元帳(1edgerentry)を しの ぐもの とい え よ う。

仕 訳 の重 要性 は現代 の簿記,少 な くと もア メ リカ の簿 記 に お いてはい く

ぶん低下 しつつあ るよ うで あ る。簿記発展 の過 程が究極において仕訳 を ま

った く放逐す るか ど うかは予断す ることはで きない。だが,仕 訳 が簿 記 上

不 可 欠 な もの で な い とい うことだけはいえ る。 したが って,そ れが 簿 記 上

ま った く消滅 す るか も知れ ない とい うことは考 え得 られ ると ころで あ る。

お も うに,仕 訳 は 複 式 勘 定 記入(double-entryaccountkeeping)が 完

成 した後 に簿 記 の構 造 に付 加 された ものであろ うし,い わ ば,生 長 後 の お

た ま じゃ く しの尾 の よ うに,い つ か再 び簿 記 の構 造 か ら脱 落 す るときが く
(10)

るか もしれない」,と 。

この リトル トン教授の極めて示唆に富む歴史的洞察と展望を本稿の立場か

ら分析す ると,リ トル トソ教授は仕訳記入(journalentry)と 言 う言葉に よ

って,観 念上のないし論理的操作 としての仕訳そのものと,帳 簿 としての仕

訳帳への記入 とを慎重に区別されていることは明らかである。 しか し,簿 記

の実践の面でいかに して両者が分離 され うるか とい う論理が明 らかにされて

ないことに気がつ く。 しか し,こ れは当然の ことであって,電 子計算機の出

現以前においては,観 念上のない し思考過程における取引要素の 分解 と計

算,す なわち取引の認識と測定 とい うことと,認 識され,測 定 された取引を

⑩A.C.Littleton,AccountingEvolutionto1900,AmericanInstitutePubli-

shingCo.,Inc.1933,reissuedRussel1&Russel1,1966,P.107.な お,訳 文 は

片 野 一 郎 博 士 の 訳 文 に 本 稿 の 目的 の た め 原 語 を 入 れ,ま た わ ず か に 改 め た 。 片 野

一 郎 博 士 訳 註
,「 リ トル トン会 計 発 達 史 」,同 文 館,1952年,p・166。
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元帳に転記する準備 として 「計算お よび勘定を検査す る」 とい うこととは容

易に分離できないか らである。

すなわち,い わゆる 帳簿組織論についての 通説を省みれぽ 明 らかなよう

に,簿 記の組織は仕訳帳 と元帳か らなる二帳簿制にその最 も単純な,か つ論

理的に も最 も簡潔な構造を見出すのである。そ してこの二帳簿制の発展形態

として一方では特殊仕訳帳による仕訳帳の分化 と補助元帳の多様化す る途が

あ り,他 方では仕訳帳 と元帳を一体化 しようとす る仕訳元帳制がある。

これ ら二つの途が,い ずれか と言えば中小企業向きの 「記帳合理化」の途

であるのに対 し,企 業が大規模になるにつれ,諸 部門間の取引情報の流れ,

ない し経営活動データの流れ と会計的情報の流れ とを出来るだけ合理的に一

致させ,迅 速化と同時に 記帳の合理化を 図 る方法 として 伝票会計が発展 し

たo

これ らすべての 発展 の 途 について,共 通 していることは,仕 訳 帳 記入

(journalentry)が 廃止できないとい うことである。 特殊仕訳帳が仕訳帳を

廃止す るものでない ことはあま りに も明白である。仕訳元帳制は仕訳帳を省

略 して元帳のみにしようとす るものであると見ることもで きるが,元 帳を省

略す るために仕訳帳を変形 したもの と考えても差 しつかえない。いずれに し

ろ,仕 訳元帳制の場合,仕 訳帳記入は残 っている。

伝票会計の場合も仕訳帳記入は省略できない。すなわち現金式伝票方式に

よる銀行簿記の 日記帳がこの典型である。 これ までの手記伝票会計システム

で仕訳帳記入を省略す ると,勘 定体系である元帳 と,こ れに対す るイ ソプッ

トの集合体である伝票 との間の一貫性ないし相互依存性が著 るしく脆弱なも

のになるか らである。 この元帳記録 と原資料 との一貫性を保ち,伝 票会計の

安定度を確保す る一つの手段 として,伝 票会計では 逆に仕訳帳(統 合仕訳
(11)

帳)が 益 々必要 に な る とい う関 係 に な る。

ω 会計記録は財務会計的にみても,管 理会計的にみても,ま ず第一にアカウソタ

ピリテ ィを明らかにしなければならない。このため帳簿組織は一,記 帳 の正確性*
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取 引の 「認識 と測 定」 と取 引を元帳 に転記す る準備 としての 「計算 お よび

勘定」 の検査 とが容易に分離で きない とい うのは ζおい う意味 であ る。

以下,本 章 で は 「転記 の正 確性 」 を確 保す るため,前 章 で述 べ た 仕 訳 の 計

算 上 の正 確 性を検 査す るプログラムに 「勘定 の正確性 」を検査す るプ ログラ

ムを どの よ うに組み込 めば よいかを分析 しよ う。す なわ ち,仕 訳 帳 を 存 在 さ

せ る第 三 お よび第 四の理 由を失 なわせ る電子計算機複式簿記 の プログラムと

は如何 なる構造を もってい るかを 明 らかに しよ う。

なお,本 稿 で は仕 訳 カ ー ドを前 提 に して,仕 訳 帳 を廃 止す る条 件 を 問 題 に

して い るのであ るか ら,仕 訳 そ の もの,換 言 すれ ば取 引 の認 識 と測 定 は 依然

と して人間の仕事 であ るとしてい るのであ る。 しか し,取 引 の認 識 と測 定 が

あ らゆ る場 合 に人 間個有 の領域 として残 ると主張 してい るのではない点に注

意 され たい。特定 の領域 におけ る取 引を認 識 し測定す る過 程 とそ の論理を電

子 計算機 のプ ログラムと して作成 す る ことがで き,か つ この プ ログ ラ ムに よ

って処 理 す る ことが経済的であ る場 合には取 引の認識 と測 定 も人間 の手 か ら

奪われ ることは明 らか である。 ここまで くれば,仕 訳 と仕 訳 帳(あ る いは取

引 の認 識 ・測 定 と仕 訳 を転記す るための準備作業 としての検査)を 区 別 す る

こ とな く,人 間 に よ る仕 訳 全 体 が廃 止 され ることに なる。す なわ ち,リ トル

トン教 授 の歴 史 的 予 見 を さ らに こえた進化 が電子計算機 に よ り実現 され る こ

とにな る。

*の ほかに,二,証 悪の真実性,さ らに 三,取 引の正当性 とい う条件が要求 され

る。

伝票会計で仕訳帳記入が必要な理由は多数の小紙片に分散 している金額の合計

計算上の正確性を検算によりチェックするとともに,仕 訳帳の摘要欄に処理済伝

票の番 号を記入し,転 記を受けた元帳勘定の金額 と伝票さらにそのもとにある証

慧との間の関係を一義的に固定するためである。アカウソタピリティとい う最も

基本的な要請か ら,証 愚,会 計伝票,仕 訳帳,元 帳の間の一貫性ない し一・義性が

要求されるのである。

片野一郎博士は現金式伝票会計を採用 しているわが国の 「大銀行における日記

帳は純粋総合仕訳帳である」,と され る(片 野一郎博士著,「 前掲書」,p・277)。

さらに貸借式仕訳伝票 システムでも 「総合仕訳帳」を正 しく位置づけることが会

計実務合理化のキイポイントであるとされている。(同 博土,前 掲書,p・277)
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3-2勘 定 コ ー ド検 査 の 考 え方

転 記 の正 確 性を確保す るためには仕訳 カー ドにパ ソチ してあ る勘定 コー ド

が一つ の会計 シス テムが採用 してい る正規の勘 定体系に含 まれ るか否かを検

査 してやれば よい。 この場合,次 の三 つ の場 合 が考 え られ る。

1.第 二 章 で使 用 した例 の よ うに 現 金 勘定か ら営業費勘定 に至 るすべての

勘定が一連番号を持 ち,途 中に 欠 番 が ない場 合 で あ る。 この場合,勘 定 コー

ドの検 査 は 至 って 簡単 で あ るので説 明を省 略す る。

2.勘 定 コー ドの検 査 を 複 雑 にす る次 の段階は勘定 コー ドと して正 の整数

を使用 してはい るが,途 中 に 欠番 が あ る場 合 で あ る。 この場合,勘 定 コー ド

検 査 とい う立場 か らみ ると二つに区別 しなければ な らない。

2-a.そ の第 一 は 勘 定 コー ドに 欠 番 が あ ると共 に勘 定配列A(1,J)に は

丁 度 そ の 欠番 に対 応 す る番 地 が未使用 の まま保存 され てい る場合 であ る。

2-b.こ れ に 対 し,第 二 の場 合 は勘 定 コー ドに 欠 番 があ り,か つ勘 定 配

列 に は 欠番 に 対 応 す る余 裕がない場合で あ る。 この場 合,表 面上,勘 定 コー

ドは整 数 型 を してい て も,勘 定 配 列 に転 記 す る ため に は何 のた しに もな らな

い。勘定 コー ド(i)は そ の勘 定が 勘 定 配 列A(1・J)の 何 行 目に含 まれ るか を

示 さ ない か らである。

そ こで,勘 定 コ ー ドが 整 数 型 で あ って も,使 用 して ない余 裕 番号 を 除 き,

使 用 して い る番 号 だ け を 含 む勘 定 コー ドの配列 をメイ ソ ・メモ リーの内部 に

用意 し,仕 訳 カ ー ド上 の勘 定 コー ドが勘 定 コー ド配列 の何番 目の コー ドと一

致す るか を しらべ,そ の際 計 算 した カ ウ ソ ト数 を媒 介 として勘定配列に転記

してや らねば な らない。

3.か よ うに勘 定 配 列A(1,J)が 余 裕 の行 を含 まず,勘 定 ヨ ー ドに 欠 番 が

あ る場 合 に は,勘 定 コー ドが た とえ整 数 型 で あ って も実質的に は英数字 コー

ドで表現 されてい る場合 と同 じで ある。

電子計算機 には数字,ア ル フ ァベ ッ ト,特 殊 文 字,片 仮 名 等 を 処理 す るた

め,こ れ らの文 字 や記 号 が 電 子 計 算機 の内部で どの よ うに表現 され るかを約
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束 している コー ド表 がある。 したが って,こ の コ ー ド表 に 忠実 に従 えば 英 数

字 コー ドで表現 され ている勘 定 コー ドで もそ の順 序や欠番の有無を議論で き

ないわけではない。 しか し,人 間 が この コー ド表 に制 約 され るのは不便で不

自然であ る。そ こで英数字 コー ドを使用す る場合 には欠番 ない し余 裕 コー ド

の有無 は問題に しない ことにす る。

以上の ような前提 に立 って考え る と,結 局勘 定 コー ドと して英 数 字 コー ド

を使用 し,し か も勘 定 配 列A(1,J)の 中 に余 裕 行 を含 んで い る場 合 で も処理

で きるプ ログラムが最 も一般的であ ることになる。そ こで,以 下,本 稿 で は

この場 合 の勘 定 コー ド検 査の論理 を明 らか にす るこ とにす る。

このため,使 用す る勘 定 体 系 を(図 表3-2-1)の よ うに定 め る。

さて,こ の よ うに 定 義 す る と,前 章 で使 用 した勘 定 配 列A(10,2)はA

(15,2)に,勘 定 名 配 列NAME(10)はNAME(15)に 修 正 しな けれ ば な らな

いの は 勿 論,こ のほ か に英 数 字勘 定 コー一ドを 記憶 してお く配列ICODE(15)

が 必要 に な る。 また仕 訳 カ ー ド上 の データを 一時 記憶す るための 場所 とし

て配 列DA(3),CA(3),IDX(3),ICY(3)が 必 要 で あ った が,こ の外 に勘 定
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(図表3-2-1)勘 定配列 と勘 定 コー ドの関係
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コー ドが 勘 定 コー ド配 列 の 何 番 目に 出てきたかを 記憶 してお くための場所

NDA(3)とNCA(3)が 必 要 に な る。 また前 章 で はNZ(2)を 論 理値 と して

リザ ー ヴ してお い た が,こ の他 に借 方要 素 お よび 貸 方要 素の ゴー ドが正 しい

か否かを検査 した結果 を記憶 してお く場所CODE1(3),CODE2(3)が 必 要 に

な る。

IDX,ICYの 他 にNDA,NCAを 追 加 した の は 英 数 字 コー ドで はIDX,

ICYに 一 時 記憶 され る勘 定 コ ー ドが 転 記のために役立 たないので,勘 定 コ ー

ドを チ ェック したDOル ー一プの カ ウ ン ト数1を そ れ ぞ れ の仕 訳要 素 に つ い

て記 憶 してお くためで あ る。

CODE1とCODE2を 追加 した理 由は次 の とお りで あ る。前章 の プログラ

ムで はエ ラーの検 出は計算上 の仕訳間違いについてであ ったが,本 章 で追 加

しよ うと してい るのは勘 定 コー ドにおけ る仕訳間違の検 出であ る。 た とえば

複合取 引の仕訳の うち,た だ一 つ の勘 定 コー ドが エ ラ ーであ って も,そ の仕

訳 全 体 を 転 記す る こ とな く取 出 し,か つ,ど の勘 定 コー ド が エ ラ ーで あ る

か を示 さねぽな らない。 なぜ な ら,勘 定 の数 が 増 加 す る と人 間 が エ ラー ・

メ ッセ ージの中か らどれ がエ ラー ・コー ドで,ど れ が 正 しい コー ドで あ るか

を判 断 す るのは 間違いやす く不能率 だか らで あ る。 したが ってCODEIと

CODE2は 論理 値 で あ る こ とを宣 言 して おかねぽ な らない。

なお,こ の よ うにCOMMON宣 言 を して お くべ き も の が 多 く な る と,

TABLECONSTANTを 修 正 す る 必 要 が で て くるので,以 下,本 稿 で は

COMMON宣 言 を次 の よ うな まとめ た形 を採 用す ることにす る。す なわ ち

COMMONA(15,2),NZ(2),ICODE(15)

COMMONDCA(3,2),IXY(3,2,2),CODE(3,2)

こ こ に,

DCA(3,1)… …DA(3)

DCA(3,2)… …CA(3)

IXY(3,1,1)… …NDA(3)←NDA
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IXY(3,2,1)・

IXY(3,1,2>

IXY(3,2,2)・ ・

CODE(3,1)・

CODE(3,2)・

で あ る 。

・・…NCA(3)←NCA

・・…IDX(3)←IDX

・…ICY(3)←ICY

.._CODE1(3)

.._CODE2(3)

一47一

3-3仕 訳 の 「計 算 正 確 性 」検 査 プ ログ ラム と 「転記 正確性」検査 プ ロ

グラムの結合

前章では複合取引 の借方要 素は金額 をDAに 勘 定 コー ドをIDXに,貸 方

要 素 は そ れ ぞ れCAとICYに 一 時 記 憶 し,金 額 の パ ソチ もれ が あ るか ない

か,お よび貸借 会 計 が 一 致す るか否 かを検査 したのであ るが,本 章 で は 上 述

の考 え方 を 基 本 と して こ うした金額 的正確性 のほかに,そ れぞ れ の仕訳 要 素

が もっ てい る勘定 コー ド自体の検査 を行 な うのであ る。

ところで1上 述 した よ うに勘定 コー一ドが英数字 コー ドを とる場合 を処理 し

よ うとす ると(図 表2-3-2)に 示 した プ ログ ラムの うち次 の諸 点を修正

しなければ ならない。

その第一 点は14,15行 に あ る仕 訳 カ ー ドの読 込命 令 とそのFORMATを

2READ(5,101)TA,ID,IC,NUMB

101FORMAT(F6.O,2A2,13)

と修 正 しなけ れ ば な らな い。 また この修正 に対応 して21行 と24行 の比 較 を

31F(IC.NE.MARK99)GOTO4

41F(ID.NE.MARK99)GOTO5

とい うよ うに 修 正 しな けれ ば な らない。 当然11行 目のREAD命 令 も

READ(5,102)NAME

READ(5,102)ICODE

READ(5,102)MARK99
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と して,99を 英 数字 モ ー ドでMARK99と い う場 所 に 読 込 んで お か なけ れ

ぽ な らない。

修正すべ き第二点は 前章 のサ ブル ーチ ンTRANSで あ る。 前 章 では 一 時

記 憶 場 所 に転 記 し,金 額 パ ンチ の脱 落 を検 査 しただ けであ ったが本章では更

に勘 定 コー ドを一つ宛検査 し,そ の正 否 の 判 定 結 果 を 論 理値 と してCODE

に貯 蔵 して お く,し た が って,サ ブルptチ ソの 名称 もTRNCHKと 変 更 す

る。 また,こ うして検 査 した 取 引 の勘 定 コ ー ドの うち一つで もエ ラーが あ る

か否か を調 らべ るサ ブル ーチ ソをCODCHKと 名付 け る。 こ うす る と,前 章

の(図 表2-3-1)に 示 した フ ローチ ャ■・・一・トの関係部分は(図 表3-3-

1),(図 表3-3-2)お よび(図 表3-3-3)の よ うに 修 正 され る。

次 に サ ブル ■・・一一チ ソTRNCHKの 内容 を 少 し説 明 しよ う。 本 章 で は前 章 に

組 立てた サ ブル ーチ ソTRANSの 下 に勘 定 コー ドの 検 査 部分 を接 続すれば

よい。す なわ ち,

IF(lxY(NM,JA,2).NE.IcoDE(IA))GoTo2

1coDE(NM,JA)=.FALsE.

IXY(NM,JA,1)=・o

RETURN

2DO3J・=1,IA

IF(J.EQ.IA)GoTol

IF(lcoDE(J).NE.IxY(NM,JA,2))GoTo3

coDE(NM,JA)=・.TRuE.

IXY(NM,JA,1)一 ・J

RETURN

3CONTINUE

を接続すれば よいことになる。

サブルーチ ンTRNCHKを 上述の ように作成すると単純取引と複合取引 と

を問わず仕訳の一時記憶が終了 したとき,借 方合計額 と貸方合計額が算出済



●

(X-2)

CALLTRNCHK

(N,TA,ID,HSUM1,1)

り

借方要素の一時記憶
と勘定コードの検査

NUMB2
;NUMB

(XII-6)

yes

(X…1)

CALL
PSET

次の取引の
処理 にそ な
えてパ ラメ
ー ター をリ

セ ッ トす る

CALLERROR

(N,M,NUMB2,HSUM
1,HSUM2,2)

勘 定 コ ー ドエ ラ の処 理

(XII-7)

(XII-5)

CALL
ENTRY

(N,M)

単純取 引
の転 記

F

(XI卜4)

CODE3=TRUE,

T

AND.NZ〔1}.
AND.NZ(2)

(XI-2)

CALLTRNCHK

(M,TA,IC,HSUM2,2)

貸方要 素の一時記憶
と勘 定コー ドの検査

IC:MARK99

・複合取 引のno

借方要 素か

yes

(XI-1)

ID二MARK99

複合取 引のno
貸方要素
か

CALLCODCHK

(N,M,CODE3)

単純 取引の勘 定 コー ド検 査

(XII-3)

CALLTRNCHK(M,TA,IC,
HSUM2,2)

単純取 引貸方の一時 記
憶 と勘定 コー ド検査

(XII-2)

CALLTRNCHK(N,TA,
ID,HSUMI,1)

単純 取引借 方の一時 記
憶 と勘定 コー ド検査

(XII-1)

'

ド
ρtr ,t.t鼠

(図 表3-3-1) 取引要素を一時記憶する部分の修正
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CALL

l・;-RROR

〔N,M.NUMB2,

HSUMI.HSUM2

取

の

合
上
複
算
の
計

一

合

の
ラ

最
引

工

(XVII)

(HSUMI:HSUM

2、.AND.NZ

最 後 の 複 合 取 引 の

貸 借 は 平均
す る か

CALLCODCHK
(N,M,CODE3)

CALLENTRY
(N,M)

CAI」LERROR

(N.M.NUMB2.

HSUMI,HSUM2,2)

最後 の複合取 引の勘

定 コー ドのエ ラー

(図表3-3-3)最 後の複合取引を検査する部分の修正
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へ

にな ってい るだけでな く,仕 訳 要 素 の うちに金 額 パ ソチ の脱 落 した ものがあ

るか否か,す べ て の勘 定 コー ドが正 規 の勘 定体系の メ ンバ ーで あ るか否かに

つ いての情報 が完全 に集め られ てい ることにな る。 また転記すべ き勘定配列

の行 数は借方要素 についてはIXY(1,1,1)に,貸 方 要 素 に つ い て はIXY(1,

2,1)に 記入 され てい る ことに な る。

した が って,単 純 取 引 の場 合 に はTRNCHKが 終 了 した後 に,複 合取 引

の場 合 に は別 の取 引 に 属す る仕訳 カー ドが読 込 まれ た とき,借 方 合 計 と貸 方 ・

合 計 の一 致 お よびNZの 検 査 を行 な うだけ で な く一 つ の仕訳 の勘 定 コー一ドが

全 部真であ るか否か を検査 しなければ な らない。 このため のサ ブル ーチ ンを

前 述の ようにCODCHKと 名 付 け る。

仕 訳 の借 方 要 素 の個 数Nと 貸 方要 素 の個 数Mは サ ブル ーチ ソTRNCHK

で 計 算 して あ るの で,基 本 的 に

DO④1=・1,N

IF(CODE(1,1))GOTO③

GOTO⑮

⑧CONTINUE

と し,⑤ で全 体 と して この仕 訳 は 「偽 」であ る ことを示 し,⑧ の 次 で 「真」

とな る よ うに して やれば よい。 この全体 として真か偽を判断す るために論理

変教CODE3を 使 用 した ので あ る((図 表3-3-4)プ ログ ラ ムのサ ブル

ーチ ソCODCHK参 照 の こ と)。

か よ うに考 え る と,(図 表2-3-1)に 示 した フ ローチ ャー トお よび(図

表3-3-1),(図 表3-3-2),(図 表3-3-3)に 示 した フ ローチ ャ

ー トは大 巾に 単 純化す ることがで きる。 何故 な ら単純取引で も 複合取 引で

も,仕 訳 を一 時記 憶 して,検 査 を行 なわ ね ぽ な らず,そ の た め,丁 度,伝 統

的 な複 式 簿 記 の二 帳 簿制 で単 純取 引である と複合取 引であ るとを問わず,す

べ て仕 訳 帳 に 記 入 した の と同 じことに なるか らであ る。

この よ うな結論 に もとついて コーディ ングした ものが(図 表3-3-4)
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に示 してあるプログラムである。 このプログラムのメイン ・プログラムを見

れば明らかなように,き わめて単純なものになっている。 しか し,こ のため

には実は仕訳の計算上のエラーおよび勘定コードのエラーについての総合的

な検査を行な うサブルーチンTESTを 追加しなけれぽならない。 このサブ

ルーチンTESTの 論理構造を説明するのが本来であるが,既 に本稿の紙数

もかな り大 きくなったので,別 稿にゆずることにする。

以上により,仕 訳の計算上の正確性だけでな く 「転記の正確性」を保証 し

うる電子計算機複式簿記プログラムの主要な点を指摘 したことになる。 この

他に説明を補足すべき点があるとすれば,サ ブルーチソENTRYを 修正 し

た点とサブル ーチ ソERRORの 修正点とであろ う。 しか し,前 者の修正は

極めて簡単であるか ら説明を省略す る。 サ ブルーチ ソERRORで 説明を補

足すべ き点は勘定 コー ドについて,間 違っているものについてはその右側に

rF」 を,正 しいものについてはrT」 を明示するように プログラムを作成

してある点である。

以上に より複式簿記の仕訳が与え られるな らば,そ の計算上の正確性 と転

記の正確性を保証 して くれる電子計算機複式簿記のプログラムが完成 したこ

とになる。 これをまとめて示す と(図 表3-3・ 一一4)の ようになる。 このプ

ログラムに より,電 子計算機簿記では仕訳帳および転記の正確性 を検査す る

手段 としての試算表は複式簿記の構造のなかか ら存在理由を失な うことにな

る。そ して複式簿記のいわゆる主要簿は元帳だけ とな り,電 子計算機複式簿

記は二帳簿制ではな く一帳簿制 となる。ただ し,前 述 した ように,仕 訳それ

自体が人間の手を必要 としな くなるためには更に他の条件が必要である。 し

か し,そ れにして も電子計算機の出現により,簿 記はパチオ リ以来,最 も大

きな衝激を うけ,最 大の変革に直面 していることは以上の分析に よって疑い

もな く明 らかである。
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COMMONA(15,2),NZ(2),ICODE(15)

DIMENSIONNAME(15)

LOGICALNZ

IA=15

1B二IA-1

DOlJ=1,2

DOlI=1,IA

lA(1,J)=o.o

NUMB2==O

READ(5,102)NAME

.READ(5,102)ICODE

READ(5,102)MARK99

102FORMAT(10A7)

CALLPSET(N,M,HSUM1,HSUM2)

2READ(5,101)TA,ID,IC,NUMB・

101FORMAT(F6.0,2A2,13)

IF(TA.GE.999999.0)GOTO7

1F(NUMB2.EQ.0)NUMB2=NUMB

IF(NUMB2.NE.NUMB)GOTO6

31F(IC.NE.MARK99)GOTO4

CALLTRNCHI((IA,N,TA,ID,HSUM1,1)

GOTO2

41F(ID,NEMARK99)GOTO5

CALLTRNCHK(IA,M,'TA,IC,且SUM2,2)

GOTO2

5CALLTRNCHK(IA,N,TA,ID,HSUMI,1)

CALLTRNCHI((IA,M,TA,IC,HSUM2,2)

GOTO2

6CALLTEST(N,M,NUMB2,HSUM1,HSUM2)

NUMB2=NUMB

GOTO3

7CALLTEST(N,M,NUMB2,HSUMI,HSUM2)

DO8J=1,2

DO81=1,IB

8A(IA,J)=A(IA,J)十A(1,J)

WRITE(6,103)(A(L1),NAME(1),A(1,2),1・=1,IA)

103FORMAT(lHO,40X,F10.0,5X,A7,3X,FlO.0)

STOP

END

(図表3-3-4)(そ の1)

電子計算機複式簿記のプログラム ー 試算表作成まで一

一53一
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SUBROUTINEPSET(N,M,HSUMI,HSUM2)

COMMONA(15,2),NZ(2)

LOGICALNZ

N=・O

M=O

HSUMI=0.O

HSUM2=O.O

NZ(1)=.TRUE.

NZ(2)==.TRUE.

RETURN

END

64C
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suBRouTINETRNcHK(IA,NM,TA,IcD,HsuM12,JA)

COMMONA(15,2),NZ(2)

COMMONDCA(3,2),IXY(3,2,2),CODE(3,2)

LOGICALNZ,CODE

NM=NM十1

DCA(NM,JA)=TA

IxY(NM,JA,2)=・ICD

HSUM12=HSUM12十TA

IF(TA.LE.o.o)Nz(JA)=.FALsE.

IF(IXY(NM,JA,2).NE.ICODE(IA))GOTo2

1coDE(NM,JA);・FALsE・

IXY(NM,JA,1)==o

RETURN

2DO3J=1,IA

IF(J.EQ.IA)GOTol

IF(lcODE(J).NE・IxY(NM,JA,2))GOTO3

coDE(NM,JA)=・TRuE・

IXY(NM,JA,1)=J

RETURN

3CONTINUE

END

112C

113

114

115

116

117

120

SUBROUTINETEST(N,M,NUMB2,HSUMI,HSUM2)

COMMONA(15,2),NZ(2)

LOGICALCODE3,NZ,TESTS

CALLCODCHK(N,M,CODE3)

TESTS=.FALSE.

IF(ABS(HSUMI-HSUM2).LT.0.1.AND.NZ(1).AND.NZ(2))

TESTS=.TRUE,

(図 表3-3-4)(そ の2)

電 子 計 算機 複 式 簿 記 の プ ロヴ ラ ム ー 試 算 表 作 成 ま で
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IF(TESTS)GOTOl
CALLERROR(N,M,MUMB2,HSUM1,HSUM2,1)
11F(CODE3)GOTO2
CALLERROR(N,M,NUMB2,HSUM1,HSUM2,2)
GOTO3
21F(TESTS)CALLENTRY(N,M)
3CALLPSET(N,M,HSUM1,HSUM2)
RETURN

END

SUBROUTINEENTRY(N,M)

COMMONA(15,2),NZ(2),ICODE(15)

COMMONDCA(3,2),IXY(3,2,2)

DOII=1,N

lA(IXY(1,1,1),1)=A(IXY(1,1,1),1)十DCA(1,1)

DO2J=1,M

2A(IxY(J,2,1),2)=A(IxY(J,2,1),2)十DCA(J,2)

RETURN

END

SUBROUTINECODCHK(N,M,CODE3)

COMMONA(15,2),NZ(2),ICODE(15)

COMMONDCA(3,2),IXY(3,2,2,),CODE(3,2)

LOGICALCODE,CODE3

DOII=1,N

IF(CODE(1,1))GOTOl

GOTO3

1CONTINUE

DO21=1,M

IF(CODE(1,2))GOTO2

GOTO3

2CONTINUE

CODE3=.TRUE.

RETURN・

3CODE3=.FALSE.

RETURN

END

SUBROUTINEERROR(N,M,NUMB2,HSUM1,HSUM2,K)

COMMONA(15,2),NZ(2),ICODE(15)

(図表3-3-4)(そ の3)

電子計算機複式簿記のプ回グラム ー 試算表作成まで一
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171

172

173

174

175

176

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

7

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

230

231

232

233

234

235

COMMONDCA(3,2),IXY(3,2,2),CODE(3,2)

LOGICALCODE,NZ

WRITE(6,300)NUMB2

GOTO(11,12),K

llWRITE(6,101)

IF((N.EQ.1).AND.(M.EQ.1).AND.(.NOT.NZ(1)).

AND.(.NOT.NZ(2)))GOTO2

11F(N.EQ.0)WRITE(6,102)

IF(N.NE.0)WRITE(6,103)(DCA(1,1),IXY(1,1,2),1=1,N)

IF(N.NE.0)WRITE(6,104)HSUMl

IF(M.EQ.0)WRITE(6,105)

IF(M.NE,0)WRITE(6,106)(DCA(1,2),IXY(1,2,2),1=1,M)

IF(MNE.0)WRITE(6,107)HSUM2

RETURN

21F(.NOT,((HSUMI.EQ.o.0).AND.(HSUM2.EQ.o.{1)))GOTOl

wRITE(6,301)(lxY(1,J,2),Jニ1,2)

RETURN

12WRITE(6,201)

IF(N.EQ.o)WRITE(6,102)

IF(N.NEO)WRITE(6,202)(DCA(1,1),IXY(1,1,2),CODE(1,1),1=1,N)

IF(M.EQ.0)WRITE(6,105)

IF(M.NEO)WRITE(6,203)(DCA(1,2),IXY(1,2,2),CODE(1,2),1=1,M)

RETURN

300FORMAT(1HO,llHSHIWAKENO.,2X,13)

101FORMAT(1H,19HSHIWAI(ENOMACHIGAI)

102FORMAT(1H,10X,18HKARIKATADATURAKU)

103FORMAT(1H,15X,F7.0,2X,A2,2X,2H99)

104FORMAT(1H,10X,16HKARIKATAGOKEI,F7.0)

105FORMAT(1H,10X,19HKASHIKATADATURAKU)

106FORMAT(1H,15X,F7.0,2X,2H99,2X,A2)

107FORMAT(1H,10X,16HKASHIKATAGOKEI,F7.0)

301FoRMAT(1Ho,6x,18HTANJuNToRIHIKINo/,7x,

16HKINGAKUDATURAKU,2X,A2

1,2X,A2)

201FoRMAT(lH,22HKANJocoDENoMAcHIGAI)

202FORMAT(1宜,10X,8HIくARIKATA/(1H,15X,F7.0,2X,A2,3X,L1))

203FORMAT(lH,10X,10HI(ASHIKATA/(1H,15X,F7.0,2X,A2,3X,Ll))

END

ENDOFSOURCE*

(図表3-3-4)(そ の4・ 完)

電子計算機複式簿記のプログラム ー 試算表作成まで一
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GENKINURIKAKEBIHIN

SHIIREKYURYOEIGYOHI

AlA2A3

E3

99

95000A199

40000A399

13500099C1

80000E199

4000099A1

4000099L1

25000Al99

20000A299

4500099Rl

40000El99

2000099L1

2000099Al

30000Al99

20000A299

5000099R1

39000AlA2

58000LlA1

28000A3A1

5000E2A1

3000E3A1

95000×199

40000×299

13500099C1

88000El99

4000099Al

4000099Ll

999999

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

2

穐∠

2

3

3

3

(補足 資料 一1)

1(AII(AKE

LIClR1

SHIHON

El

一57一

URIAGE

TOTAL

E2

(図表3-3--4)に しめ した電子計算機複式簿記 プログラム

で処理するために本稿の例を修正 した場合のデータ・力」 ド
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SHIWAKENO.21

KANJocoDENoMAc且IGAI

KARIIKATA

95000×1F

40000×2F

KASHIKATA

135000CIT

SHIWAKENO.31

SHIWAKENOMACHIGAI

88000El99

KARIKATAGOKEI88000

4000099A1

4000099Ll

KASHIKATAGOKEI80000

189000

40000

'68000

0

58000

0

0

0

120000

5000

3000

0

0

0

483000

(補 足資料 一2)

GENI(IN

URIKAKE

BIHIN

KAIKAKE

SHIHON

URIAGE

SHIIRE

KYURYO

EIGYOHI

TOTAL

154000

39000

0

0

60000

0

135000

95000

0

0

0

0

0

0

483000

前記(補 足 資料 一一1)の デー タ ・カー ドを(図 表3-3-4)

に示 したプ ログ ラムで処理 した場合 の アウ ト・プ ッ ト




